


繰り返しのある二元配置データ, p149 
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2つの要因 A と B によって条件付けられた、n個の(繰り返しのある) 実験データ 
 
データに対応が「ない」例：A がマウス群、B が臓器、x が臓器の重量 
データに対応が「ある」例：A がマウス群、B が日数、x が体重 
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データに対応が「ない」例：A がマウス群、B が臓器、x が臓器の重量 
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データに対応が「ある」例：A がマウス群、B が日数、x が体重 
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人と話すことが好きな学生 

落ち着いて物事を考えること

の好きな学生 

0

20

40

60

80

100

T先生の講義 X先生の授業 

平
均
点

 

全学生 

データに対応がない場合の架空の例 (1), p151 



繰り返しのある二元配置分散分析法, p151 

繰り返しのあるデータに対応がない場合に用いる。 
 
まず、要因 A と B の交互作用 interaction を見る。 
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